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　企業活動が外 不経済を引き こすとき、その損害は企業によって負担され

るべきだろうか、それとも直接の意志決定主体である経営者によって負担され

るべきだろうか。本報告では、司法が外 不経済の存在を認 できるとは限ら

ず、仮にできたとしても十分な 償を することができないケースを考える。

このとき、たとえ外 不経済を事前に回避した経営者の行動が社会的に望まし

いとしても、企業に対する Fiduciary Duty に反したとして、司法はこの経営者

を誤って罰する危 性がある。この可能性を考慮する経営者は社会的に最適な

予 策を取ることを躊躇するかもしれない。

　本報告では、この 効率性を緩和するために、経営者は単に株主の代理人と

してではなく、企業活動に伴う外 不経済に直接的に責任を負う主体として、

法的に位置付けられるべきであると主張する。このように、経営者の株主に対

する責任は経営者が負う他の責任とのバランスにおいて決定されるべきであり、

一 の 償責任だけを強化することは、かえって社会的効率性を損なう可能性

がある。
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